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●震災特集 ボランティアに駆けつけた医師や看護師

「東H本大裳災におけるHuMAの活動」
～宮城県南三陸町からの報告～

HuMA 杉 本勝 彦

HuMAとは HumanitarianMedical Assistance (災害人道医療支援会）という NPOです。国内外での大
きな災害時に医療チームを派遣し、災害医療にかかわる人々の教育研修を行います。医師・看護師・臨床検査技

師 ・薬剤師・放射線技師などの術者や、国内外の災害地で医療チームを支援する人（調整員）、事務局員で構成

しています。
HuMAはつぎの理念のもとに活動します。

(l)目的は大きな災害に退遇して苦しむ人々の救援であり、その自立を支援する
(2)国内外の自然災害・ 人為災害を問わす、あらゆる種類の災害を対象
(3)災害時の緊急医療支援から復興支援 ・地域開発をも視野に

(4)人々の差別をしない
(5) WHOなどの国際機関や各固政府、他の非政府組織とできるかぎり協力、連携する
(6)災害医学 ・医療に関する研究開発につとめ、医療人や一般市民の災害対応と準備の教育・研修事業を行う
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●活動決定から初動まで

20 l l年 3月 ll日に起きた東北地方太平洋沖

地震による甚大な被害をうけた東日本大震災の被

災者救援の為に HuMAは被災地での医療支援活動

を行う事を同日に決定しました。この医療活動の

目的は、次の三点に決めました。

# l : 急性期から慢性期にかけての被災地での

医療

#2: 現地医療関係者の援助

#3: 外国からの医療救援チームとのcollabo

-rationとリエゾン（精神医療）役を行う

#1については、超急性期から急性期にかけて

の救急医療の時期では□MAT(Disaster Medi-

cal Assistant Team : 災害急性期に活動できる

機動性を持った、 トレーニングを受けた医療チーム）
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の活動が行われる為、 □MAT活動後に残された被

災者の方々の医療活動を目的としたものです。

#2については、現地で被災者でありながら発

災直後から働かれている医療関係者の方々が少し

でも休めるような方法を模索するものでした。

#3について日本はJDR(Japan Disaster 

Relief)がGovernmentalOrganization (GO) 

として海外での活動を行ってきています。今回の

大きな災害では海外からの医療支援の申し出が正

式にあるだろうと予測し、その海外のチームが滞

りなく国内の被災地で活動できるように日本の

counter partあるいは現地対策本部との窓口役を

務め、可能であればその外国のチームと協同して

活動しようというものです。

急性期の□MATが撤収をした3月 18日に、医

療需要の確認と活動拠点の決定の為に HuMAとし

ての初動 ・先遺隊（医師 1名、看護師 1名、調整

員 2名）が陸路宮城県に入りました。宮城県本吉

郡南三陸町では、約 18,000人の人口が今回の災

害で半数以上の人命が失われ、被害に遭われた方々

はこの地域の拠点となる南三陸町総合体育館「ベ

イサイドアリーナ」（当初 1,500人程度）や歌津

地区や志津川地区などの41か所の公的施設など（学

校や公民館あるいは個人宅）に避難している状態

でした。南三陸町には、公立志津川病院（常勤医

は6名）と 6つの開業医診療所がありましたが、



津波により全ての医療機関が機能、もしくは建物

自体を失っています。 3月 19日の時点では種々

の援助団体（医療関係で 20団体）や、志津川病

院の元職員が集まり、 「ベイサイドアリーナ」に、

医療統括本部が設置され、近接した場所には自衛

隊が展開していました。

HuMAは「介護老人保健施設歌津つつじ苑」に

医療拠点を置くと同時に、志津川「ベイサイドア

リーナ」に置かれている医療統括本部のアドバイ

サーとして活動する事を決定しました。また宮城

県県庁に置かれている対策本部の補助 ・相談役と

して医師を 1名派遣することも同時に決定しました。

初動先遣隊は、医療拠点の設営を済ませると同時

に直ちに被災者の方々の診療を周辺避難所（港親

義会所、石泉活性化センター、個人宅（寄木地区）

の巡回診療を含めて開始しました。

診察中の隊員

●第一期本隊派遣と活動

現地での活動を4月までの予定として、先遣隊

派遣を含めた医療支援の活動資金をJapan Plat 

Fo「mより受け、 3月21日から本隊派遣が行われ

ました。第一期では、本隊は一次隊から五次隊ま

でとし、医師20名、看護師22名、調整員2名、

薬剤師 l名が参加しました。本隊の活動は、医療

隊は「歌津つつじ苑」での診療と上記周辺避難所

の巡回診療を行っています。

医療の主なものは、既に重症あるいは急性疾患

の被災者は基幹病院などへ搬送された後でしたので、

多くの被災者の方々がかかりつけの病医院を失い、

その為に慢性疾患の投薬とその処方が主なもので
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した。急性疾患としては身体的なものの多くは呼

吸器症状（呼暖苦 ．咳 ・咳嗽など）によるものが

多数を占め、インフルエンザなどの流行は認めて

いません。一方、ノロウイルス感染が志津川地区

あるいはベイサイドアリーナで確認され、予防策

として、食事用ディスポ製材の手配（割りばし、

使い捨て食器「皿• どんぶり」）も現地対策本部と

UNICEFから依頼され約 70,000セットを購入あ

るいはこ寄附いただき、現地に配布しています。

救急搬送は、痙攣発作、急性大動脈解離疑い、

心不全、不安定狭心症、天疱癒、急性胆のう炎が

ありましたが、全て基幹医療機関に受け入れをお

願いできています。

第一期の本隊派遣の問に、この地域での被災者

の方々の集団移住が近隣の栗原市などに行われ、

時間の経過とともに医療の需要は徐々に少なくなり、

最終的には41か所の避難所は 4か所に縮められ

巡回診療の必要性もなくなっています。ベイサイ

ドアリーナ地域に公立志津川病院仮設診療所（イ

スラ丁ル医療チームの寄付 ・後述）が開設され地

元医師がこの診療所で4月 18日より診療を始め

ることになり、殆どの医療支援隊も 4月で撤収を

決めていくなかで HuMAも支援医療の当初の目的

は達成したとの判断により第一期でのこの地域で

の医療支援を4月末日で終了することが決定しま

した。

しかし、公立志津川病院仮設診療所も未だ始ま

ったばかりで十分な医師数が確保できていないな

どの理由から公立志津川病院長から正式な支援延

長の依頼を受け、 5月以降はこの仮設診療所の補

助として医師を第二期医療支援として派遣する事

を決定しました。

医療統括本部でのアドバイサーの役割としては、

ベイサイドアリーナのレイアウト整備、薬剤の整

理と調整、毎日の医療隊の meetingと週一回の

medial cluster meetingの提言を行い、更には

医療統括本部の相談役の役目を果たしています。

●社団法人日本山岳ガイド協会

本隊の活動では、今回の HuMAの医療活動にこ

賛同を頂けた社団法人ヨ本山岳ガイド協会からの

全面的なサポートを頂き、活動初日から本隊隊員

の移動、食事あるいは保護などの活動面での共同



活動が行われました。発災直後から暫くは破壊さ

れた陸路やガソリン不足の為の移動の問題やある

いは食糧などの問顆が懸念されていましたが、山

岳ガイド協会から常時4人のガイドの方々がこれ

らの全ての面で対応をして下さった為に、災害現

地でのロジスティックの問題に悩まされることは

ありませんでした。また実際の活動面だけでなく、

この震災についての寄付金も HuMAの活動にと資

金面での援助も頂いています。

●医療法人財団白十字会グループ

長期に渡る第一期の医療支援活動では HuMAだ

けの人材では十分でない事もあり、医療法人財団

円十字会グループの医師・看護師の方々が HuMA

と一緒に現地で活動して下さっています。

●イスラエル医療チーム

イスラエル医療チームが医療援助として南三陸

町に入る事が公式に決定し、 HuMAが現地対策本

部との調整・リエゾン役としてイスラエル大使館・

日本外務省より委託されました。イスラエルチー

ムは3月27日に志津川ベイサイドアリーナに入り、

プレハブの仮設診療施設で診療を4月 ll日まで

行いました。全員が軍腐の医療職で、内科、外科、

整形外科、産婦人科、小児科、耳鼻科、眼科、放

射線科などロジスティック要員を含め総勢56名

の陣容です。医療機器も未だ電気の来ていない地

域に自家発電装置を設置し、単純レントゲン装置、

超音波装置、各種血液検査機器、分娩用セットな

どを用意していましたので、各被災地で既に医療

を展開している日本の医療隊の要請に応じで診療

イスラエルチームとの会議
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を引き受ける体制としました。婦人科チームは周

辺の避難所の妊婦健診を巡回診療として行いました。

イスラエルチーム撤収に当たっては、プレハブの

建物を含む全ての医療機器を現地に寄付されたため、

この施設は4月 18日以降、公立志津川病院仮設

診療所として活用されることになりました。

●月山プロジェクト

日本山岳ガイド協会の仲介で、長期に渡り被災

者でありながら医療活動を続けてこられた現地医

療看護職などの方々に少しでも休息していただ＜

為に山形県西川町役場のこ協力により、月山の温

泉宿で二泊三日の休息ツアーを4月 ll日より開

始しています。 HuMAはこのツアーを積極的にお

手伝いし、資金的援助を行うというものです。

●赤ちゃん一時避難プロジェクト

被災地の厳しい環境におかれている、乳幼児を

中心とした小児とそのお母さんやこ家族を民間の

宿泊施設に受け入れ、母子ともに安全な環境の元

に十分な休養と栄養をとり、必要があれば医療サ

ポートを受けていただけるよう、 UNICEFから資

金提供を受け、他の NPO法人と自治体 (NPO法

人全国商店街まちづくり実行委員会、 NPO法人

日本ファース トエイドソサエティ、ア トム通貨実

行委員会仙台支部 ・GANNBARO↑MIYAGI/宮

城復興支援センター）と連携して進めているプロ

ジェクトです。当初は 4月一杯の予定でしたが多

くのお問い合わせがあり被災地の復興まで時間が

かかる様子があるため7月までのこのプロジェク

トの延長が決まりました。

●今後について

今回の災害は規模も範囲も巨大であり、災害救

援の初期の医療支援活動は徐々に収束し、今後は

復興にむけた支援が現地では必要とされてきてい

ます。このような大きな災害に対応すべく HuMA

は総力体制でその医療支援を行ってきております

が上述してきましたように、 HuMAの活動は様々

な方々のこ協力とこ支援よって可能となっています。

今後も現地で必要とされる医療需要に対応すべく

現行の支援と同時に準備を進めています。現地で

は更なるきめ細かい支援が必要とされています。



虚酉］

． ． 
彎 ≪

 

． 

｀
 

． 
~ 

ヽ

子ともたちの命を守る手洗いを、 ' 

世界に広めたい。

．
 

．
 令

砂叫s • □` SARAYA ・
J' 

、100万人の手洗いプロジェクト
QIVVH~ 

0 

． 
日本で初めて薬用石けん液を開発したサラヤは、 ． ． 

今、世界の衛生環境を守るSARAYAへ。 ． 
衛生商品の売り上げの一部で、アフリカ・ウガンダでの

ユニセフ手洗い普及活動を支援する

「SARAYA100万人の手洗いプロジェクト」を

． スタートしました。 ． ． 
．
 

100万人の手洗い 竺竺Jtearai.jp ．
 

-17-



• 

疇

包
[

e

の

L

ち
y

た
t

も
ヽ

と

a
 

H

子
ー

）

0

、う

l
>

h

担
め

I

を
た

e

代
の

1

世
顔

0

次
笑
健やかな生活は

お口の健康〈健口〉から
予防歯科の普及を通して

健康づくりに貢献します

SHPは予防を柱とした歯科医療のあり方

を見匝し、生活者の健康増進のために

地域において活動を行う

歯科医院のグルーブです。

有限会社SHP
〒770--0051徳島市北島田町1丁目56-5-301
tel.088-632-2425 fax.088-632-2439 

URL http://www.shp.bz/ 

ヽ ---

私たちは、お客様のニーズに合せたソリューションを提供いたします。

組み込み開発
ハードウェア開発
画像／音声処理

WEB開発•生産管理

お客様のニーズに応じて、電気系のシステム設計から塁板試作、実装・組立、試験・評価までの
開発、機構系では成形金型によるケース開発のサポートをいたします

2次元/3次元超音波センサ・位置計測システム 脳波センサ FPGA回路設計 ASIC開発 ソフトウェア開発

低コストで短時間に導入でき、効果が直ぐに検証できる肖EBペースの業務支援アブリケーションを
提案し、お客様の日常業務の効率化に貢献します。

技術・ノウハウ・コツ伝承システム GPSを利用した位置探索ASPサーピス 特定保健指導支援システム
eラーニングサービス WEB会議 ホームベージ構築 ショッピングサイト構築生産管理システム

株式会社プロアシスト
〒541-0043大阪市中央区高麗橋2-3-9星和高麗橋ビル1F 
TEL 06-6231-7230 FAX 06-6231-7261 
URL : http://www.proassist.co.jp 
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